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オーガナイザー
　藤井由希子（第一薬大薬）
　原田浩二（京大院医）
　
　有機フッ素化合物ＰＦＡＳはその難
分解性から「永遠の化学物質」と呼ば
れている化学物質群である。代表的な
ＰＦＡＳはペルフルオロオクタンスル
ホン酸（ＰＦＯＳ）とペルフルオロオ
クタン酸（ＰＦＯＡ）であり、2000年

以降はその残留性と毒性への懸念から
ＰＦＡＳを製造・使用する各社でＰＦ
ＯＳとＰＦＯＡの製造を自主的に廃止
してきた。しかし、過去に使用された
と思われるＰＦＯＳ、ＰＦＯＡが環境
中に残留し、近年、欧米で水道水濃度
や血中濃度についての勧告が相次いで
公表されている。またＰＦＯＳ、ＰＦ
ＯＡ以外の規制対象ＰＦＡＳ、さらに
未規制のＰＦＡＳも多数あり、それら

を含めた健康リスク評価に資する研究
が必要とされている。
　本シンポジウムではこのＰＦＡＳの
最新の状況について「ＰＦＡＳを巡る
国内外の取り組み状況」「ＰＦＡＳの
ヒトバイオモニタリング」「日本にお
けるＰＦＡＳのヒト曝露源」「ＰＦＡ
Ｓの健康影響：米国の臨床ガイドライ
ンと沖縄県での疫学調査」「毒性学の
基礎研究からの知見：ＰＦＡＳの毒性
発現メカニズム」「ＰＦＡＳの体内動
態：炭素鎖長による違いと動物種差」
をテーマに、６人の発表者から報告を
行う。

（藤井由希子）

有機フッ素化合物PFAS最前線：
基礎研究から健康影響、

国内外の規制動向まで

オーガナイザー
　徳山尚吾（神戸学院大学薬）

　薬剤師は、癌薬物療法・緩和医療に
おいて、症状管理、治療計画のサポー
ト、副作用／薬物相互作用の管理、薬
物情報提供、家族教育などを担う不可
欠なメンバーである。また、薬剤師が
これらに従事することの重要性は、既
に多くの医療関係者、患者およびその
家族が認識している。
　一方で、薬剤師は最新情報にアクセ
スするための努力や自己啓発、学会参
加や研究論文発表、病院・薬局内外で

のプロジェクトへの参加など専門性を
高めるための活動を展開しながらも、
十分に寄与できてないとの思いがある
ことも事実である。
　従って、本シンポジウムでは、「が
ん薬物療法・緩和医療において薬剤師
が効果的に持続可能な貢献」をするた
めの方策について、病院、薬局、大学
の最前線で実践・活動している医師、
薬剤師、研究者を招集して、参加の皆
様に提案いただくことで、最新の情報
を共有すると共に、今後の展望につい
て大いに議論することを目的としてい
る。　　　　　　　（徳山尚吾）

がん薬物療法・緩和医療において、
薬剤師が効果的に持続可能な

貢献をするための方策とは？

オーガナイザー
　内田淳（山梨大病院薬）
　嶋田努（金沢大病院薬）
　
　昨今の目覚ましい医療の進歩によ
り、多種多様な医療が施行されている。
臨床現場では、薬物療法施行において、
より質の高い医療の提供を指向した臨
床的ニーズが生まれ、それに応えるた
め、課題解決が望まれている。これら
臨床的ニーズの中には、製剤学的課題
を有したものも数多くある。
　そこで本シンポジウムでは、これら
臨床的ニーズに応えるため、第一線で
活動されている医療現場・大学の製

剤研究者から、臨床的ニーズの現状
や課題解決に向けた取り組み等につ
いて最新の知見等を交えながらご講
演いただき、臨床的ニーズに応える
製剤学的アプローチのノウハウや研
究成果の社会実装等の今後の展望等に
ついて、参加者と共に多角的に議論し
たい。
　本シンポジウムが、臨床現場から生
まれるニーズを的確に捉え、製剤学的
アプローチによる科学的課題解決の推
進、さらには、今後の医療の発展およ
び創薬・育薬へのストラテジー確立の
一助となれば幸いである。

（内田淳）

臨床的ニーズから生まれる製剤研究
－「臨床」と「製剤」の調和・融合による医療への挑戦

オーガナイザー
　石濱泰（京大院薬）
　米持悦生（星薬大）

　物理系薬学は、薬学のみならず、物
理化学、分析化学、放射化学などを中
心とした幅広い学問領域をカバーして
いる。本シンポジウムでは、長年にわ
たり物理系薬学分野をリードして来ら
れた経験豊かな４人の先生方（加藤博

章〈京大院薬〉、船津高志〈東大院薬〉、
馬場嘉信〈名大院工〉、松崎勝巳〈京
大院薬〉）に、ご自身の研究を中心に、
各分野の歴史、現状、そして期待され
る将来についてお話しいただく。各分
野における個別の深い議論に加え、物
理系薬学という広い視野からの議論
が、今後10年、20年の本領域のさらな
る発展の羅針盤となることを期待して
いる。　　　　　　　　　（石濱泰）

物理系薬学部会シンポジウム

物理系薬学の羅針盤

オーガナイザー
　大寺恵子（東邦大薬）
　竹平理恵子（北里大薬）

　薬学教育モデル・コア・カリキュラ
ム2022年度改訂版では、薬学研究は、
科学的な探究を通して、薬学や医療の
発展に貢献する研究に必要な課題発
見能力・問題解決能力を身に付けるこ
となどが学修目標として掲げられてい
る。この学修目標に到達するために、
これから多くの先生方が創意工夫を重
ねながら卒業研究を進めていくのでは

ないだろうか。
　本シンポジウムでは、薬系大学に所
属し、研究分野の異なる先生方に、卒
業研究において学生とどのように接
し、どのような取り組みを行っている
かについて紹介していただく。さらに、
卒業研究開始前の薬学生と卒業研究を
経験した薬局薬剤師を対象とした卒業
研究の捉え方に関する意識調査結果を
紹介していただく。総合討論では、新
改訂コアカリ導入に当たり、より良い
卒業研究とは何かについて議論した
い。　　　　　　　　　　（大寺恵子）

卒業研究：科学的探究心を育むために


